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本計画策定の目的

遷喬小学校の変遷とこれからの計画

重要文化財旧遷喬尋常小学校校舎の建物概要

遷喬小学校の名前の由来



旧遷喬尋常小学校校舎の特徴

文化財の価値

 江川式小屋組

重要文化財（建造物）指定時の価値

外観意匠

部材の転用

主な改造箇所

保存管理計画

屋根の変更

講堂の奉安庫と舞台 教室の塗装 その他の改造

 1階準備室（給食倉庫）、保健室（衛生室）の改造



校舎の

保
存
方
針

環境保全の方針

防災計画の概要

保護方針

修繕計画

保護における基本的な考え方

防災計画の基本的な考え方

防火区域

修理計画 /調査工事

耐震対策

防犯対策

今後の検討

検討方針

１階床下

教室の屋根・小屋トラス

講堂の小屋トラス

２階床梁

結論

機械警備、防犯カメラ、赤外線センサーの設置  防犯訓練の実施

地盤構造調査結果

巡回警備

耐震診断の基本方針



校舎に集う多様な人々、特に将来を担う子どもの「記憶」
に残る場所とする

活用の基本方針

旧遷喬尋常小学校校舎について 校舎周辺も含めたまちづくり活動と連携し、その拠点とする

観光客にも地域の人々にも魅力ある観光地域づくりを促進
設計者、江川三郎八について

地域の他の文化財、江川三郎八設計の文化財との連携 校舎を通じてその背景にある地域文化について、子供から大
人まで理解を深める

市民が運営・維持について主体的に関わる仕組みづくり

周辺施設と機能を補完し合いながら効果的な運営を行う

年間を通じて多くの人が利活用できる場所とする

真庭市内唯一の重要文化財（建造物）の価値を伝える 来訪者と地域の人 と々の交流などまちづくりとの連携

真庭市の象徴として記憶される地域文化の学びの場所

人々が集う持続可能な運営体制を構築する

校舎の

活
用
計
画

整備計画

整備

校舎に関する展示

子どもが立ち寄れる居場所

設計者江川三郎八に関する展示

住民参加型の企画展示

展示

ワークショップ

ショップ

カフェ

別棟の増築 東西翼棟の床整備 冷暖房設備の整備

断熱性の向上 照明設備の整備 高圧受変電設備の設置

貸館

管理機能


